


　昭和40年より51年までに新潟大学医学部第二外科で手術を受けた症例は20

例であった。手術成績と遠隔成績は表 1の如くである。

C/A 症候群の成績が不良であったが C/A+PDA+VSD ほこの内 2例のみで,1 例を救

命でき今日も元気であるが,他の 5 側は更に複雑な奇型であった。合併奇型と

して PDA を有する管前型を含めた単純型 14 例の成績は良好で,1 例手術時 38

才症例が 4年後に死亡したが死因は不明であった。他の生存例は凡て生活に何

らの支障なく,元気に生活し,内 1例は妊娠分娩を経過している。


